
 

ものごとの捉え方 
 ３月後半となりましたが、まだまだ寒い日が続いて  

います。雪が降った日もあり、大人は困った顔をして  

していましたが、子どもたちには寒さなんて関係ない  

ようで、雪だるまを作ったり雪合戦をしたりして思い  

思いに楽しんでいました。そんな様子を見ながら、  

「何でも考え方次第」なのだと感じたことがあったの  

で、今回はそれを紹介したいと思います。  

 それは１か月半前のことです。雪不足のため、2/2 

に予定されていた３学年の雪上体育が実施できるかどうか心配されていました。県民

の森でクロスカントリーの体験を予定していたのですが、現地を視察に行くと積雪は

１ミリもありませんでした。実施の延期を検討しなければならなくなりましたが、そ

れはこの先、雪が降る見込みがある場合です。雪が降らずに中止となる可能性もあっ

たため、他にできる活動はないか考えました。そこで出てきた案が「ゴルフ体験」で

した。早速、大玉カントリークラブ様に連絡をとり事情を説明したところ、全面的に

協力するとの有難いお言葉を頂戴しました。道具はゴルフ場で準備してくださったも

のと、校長が知り合いから借りたもので対応することとなりました。  

当日は、少し気温は低かったものの快晴で、気持ちよく体験することができました。

ゴルフ場に行くのも初めて、クラブを握るのも初めてという子どもたちがほとんどで

したが、「うまくいかないなあ～」「やったあ！とんだあ！」などと歓声を上げながら

楽しく取り組んでいました。「ゴルフおもしろかった！」「ぼく、ゴルフの才能あるか

も？」とゴルフに興味をもってくれたようで、実施してよかったと嬉しい気持ちにな

りました。大玉カントリークラブの皆様、本当にありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 予定していたことができなくなること、期待していたことが外れてしまうことはよ

くあることです。「その状況を受け止めて、どう乗り越えていくことが成長につながる

のか？」という視点でものごとを捉えていくことが大切なのだと、子どもたちの前向

きな姿勢から教えてもらったような気がします。大人は、子どもたちのためにと障害

を取り除き、失敗させないようにいろいろ先回りして手助けしてしまいますが、子ど

もたちの逆境をはねのける力をもっと信じていきたいと強く思いました。  
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＜雪遊びに夢中な子どもたち＞  

＜打撃練習場だけでなくコースでもでボールを打たせていただきました＞  ＜グリーン上でパター体験＞  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「６年生を送る会 大成功！」 

今年度は、久しぶりに全校生が体育館に集まって開

催することができました。１～４年生から感謝の気持

ちを込めた歌やダンス、演奏などの発表が行われ、６

年生はその様子を嬉しそうに見つめていました。その

後、５年生が企画した「時限爆弾ゲーム」と「伝言ゲ

ーム」で交流を図りました。たて割り班でグループを

作りましたが、特に低学年の子どもたちが楽しそうに

６年生と関わっていたのが印象的でした。下級生から

プレゼントが贈られ、照れていた６年生の表情が微笑

ましかったです。校旗の引き継ぎも行われ、大山小の

魂が受け継がれました。中心になって準備してくれた

５年生の皆さん、ありがとうございました。  

「スキー教室 無事開催！（今ごろですが…）」 
 2/13（火）に１・２年生はそり遊びを、2/16（金）に４～６年生はスキー教室をあだた

ら高原スキー場にて実施しました。どちらも天気に恵まれましたが、雪が少なく、ギリギリ

の状態での開催となりました。1・2 年生はちゃんと順番を守りながら、何度も坂を駆け上

がってそり滑りを楽みました。基地を作ったり追いかけごっこをしたりして、ゲレンデで

の時間を満喫しました。上学年は午後までの一日行事で、インストラクターの方から指導

を受けてスキーに親しみました。昼食に食べたカレーライスが美味しかったと学校で寂し

く留守番をしていた校長に教えてくれました。  

「５年 NZ とﾘﾓｰﾄ交流」 

ﾆｭｰｼﾞﾗﾝﾄﾞにあるｵｰｸﾗﾝﾄﾞ日本

語補習学校の５年生と交流を図

りました。現地の小学校に通いな

がら日本語の勉強をしているｵｰｸ

ﾗﾝﾄﾞの子どもたちの英語力は素

晴らしく、英語でのやりとりを通

じて本校の子ども  

たちは大きな刺激  

を受けていました。  

「ちょっといい話」 

 昼休みに校庭に出てみると、４

年生の女子２名が「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱでご

みを拾ってるんです！」と言って

拾った大きな松ぼっくりを校長

に手渡しました。ありがたく校長

室に飾らせてもらいました。  

時限爆弾ゲームでは、答えが出  

なくてみんな焦っていました。  

伝言ゲームでは、背中に書いた文

字が伝わらず大苦戦でした。  

校旗の引き継ぎでは、代表児童が
思いを伝え合いました。  

下級生からメダルや色紙のプレゼ
ントが贈られました。  

「ダンス教室開催」 

本宮市でﾀﾞﾝｽｽｸｰﾙを開いてい

る菅田先生を講師にお招きし、全

学年対象にダンスの授業を行い

ました。子どもたちは振付を覚え

るのが早く、リズムも掴んで楽し

く踊ることができました。  


